












































主要産業 カテゴリ 子会社 事業所
建設業 ○ ○


























































単独投資 19 24 43
1.8
（18%） （23%） （41%）
合弁投資 22 40 62
（21%） （38%） （59%）






少数合弁 1 1 2
1.0 
（2%） （2%） （4%）
大等合弁 5 8 13
（9%） （14%） （23%）
多数合弁 13 29 42
（23%） （51%） （74%）
合計 19 38 57
（c）対数線形モデルのパラメータ推定値
投資形態 合弁形態
μ 3.7013 3.3844 
α −0.5878 −0.7817 
β −0.5026 −2.9789 
γ 0.3595 −1.7346 
δ − 0.7817 
η − 0.3464 


















多国籍企業 38 53 91
0.1
（18%） （25%） （42%）
非多国籍企業 51 73 124
（24%） （34%） （58%）






企業集団 10 25 35
2.8
（4%） （12%） （16%）
非企業集団 79 101 180
（37%） （47%） （84%）






大企業 30 56 86
2.5
（14%） （26%） （40%）
中小企業 59 70 129
（27%） （33%） （60%）






















4.2973 4.6201 4.2556 
−0.3557 −0.2443 −0.1696 
−0.3176 −1.3814 −0.2214 
0.0267 −0.6430 −0.4469 
オッズ比 1.3 1.5 1.3 
（b）事業所配置
多国籍企業 企業集団 大企業
3.0681 2.8622 2.5257 
0.1306 0.2513 −0.0834 
−0.9280 −0.3365 0.3365 
0.7497 0.3365 0.7327 

















多国籍企業 20 8 28
2.4
（27%） （11%） （38%）
非多国籍企業 24 21 45
（33%） （29%） （62%）






企業集団 22 12 34
0.5
（30%） （17%） （47%）
非企業集団 22 17 39
（30%） （23%） （53%）






大企業 33 17 50
2.2
（46%） （23%） （69%）
中小企業 11 12 23
（15%） （16%） （32%）








変数 都市間結合のタイプ 企業数 平均値 値
　総従業員数
中核都市結合 84 404 
0.2 地方都市結合 123 457 
合計 207 436 
現地採用
従業員数
中核都市結合 84 400 
0.2 地方都市結合 123 452 
合計 750 431 
本社派遣
従業員数
中核都市結合 84 5 
0.1 地方都市結合 123 5 
合計 750 5 
資本金
中核都市結合 56 6,431




0.3 地方都市結合 84 12,726
合計 132 1,211,483
（b）事業所配置
変数 都市間結合のタイプ 事業所数 平均値 値
　総従業員数
中核都市結合 40 8 
1.6 地方都市結合 26 39 
合計 66 20 
現地採用
従業員数
中核都市結合 40 6 
1.6 地方都市結合 26 37 
合計 66 18 
本社派遣
従業員数
中核都市結合 40 2 
1.3 地方都市結合 26 2 
合計 66 2 
売上高
中核都市結合 6 18,950




















































変数 都市間結合のタイプ 企業数 平均値 値
子会社
進出年度
中核都市結合 86 1994 
6.3*地方都市結合 125 1995 
合計 211 1995 
親企業
設立年度
中核都市結合 57 1980 
4.0*地方都市結合 77 1974 
合計 134 1976 
（b）事業所配置
変数 都市間結合のタイプ 事業所数 平均値 値
事業所
進出年度
中核都市結合 43 1994 
0.1 地方都市結合 28 1994 
合計 71 1994 
本　　社
設立年度
中核都市結合 42 1969 
0.5 地方都市結合 24 1972 
















































貨 物 運 送 業 * 0.86 0.70 
消 費 財 製 造 業 * 0.64 0.42 
証 券 業 * 0.42 0.32 
生 産 資 材 製 造 業 − -0.29 
機 械 器 具 製 造 業 − -0.27 
生 活 資 材 製 造 業 − -0.22 
卸 ・ 小 売 業 − -0.16 
銀 行 業 − -0.11 
建 設 業 − -0.11 
運 輸 サ ー ビ ス 業 − -0.08 
教育関連サービス業 − -0.08 
対 個 人 サ ー ビ ス 業 − -0.08 
対 企 業 サ ー ビ ス 業 − -0.05 
不 動 産 業 − -0.05 
ホ テ ル・ 娯 楽 業 − -0.03 














消 費 財 製 造 業 * 43 42 85
（49%） （34%） （41%）
生 活 資 材 製 造 業 7 10 17
（9%） （8%） （8%）
生 産 資 材 製 造 業 9 28 37
（10%） （22%） （18%）









銀 行 業 2 3 5
（2%） （2%） （2%）
証 券 業 * 2 2
（2%） （1%）
小計






旅 客 運 送 業 1 1
（1%）
貨 物 運 送 業 * 9 9
（10%） （4%）
運 輸 サ ー ビ ス 業 1 1
（1%）
小計
10 1 11 
（11%） （1%） （4%）
サービス業
対 個 人 サ ー ビ ス 業 1 1 2
（1%） （1%） （1%）
対 企 業 サ ー ビ ス 業 3 3
（2%） （2%）
































































卸 ・ 小 売 業 * 1.04 0.81 
貨 物 運 送 業 * 0.63 -0.42 
消 費 財 製 造 業 − -0.29 
運 輸 サ ー ビ ス 業 − -0.26 
旅 客 運 送 業 − -0.26 
貨 物 運 送 業 − 0.25 
機 械 器 具 製 造 業 − -0.24 
生 活 資 材 製 造 業 − -0.18 
























消 費 財 製 造 業 * 2 4 6
（5%） （14%） （8%）
生 活 資 材 製 造 業 1 1
（2%） （1%）
生 産 資 材 製 造 業 2 2
（7%） （3%）









銀 行 業 2 1 3
（5%） （3%） （4%）
運輸・通信業
旅 客 運 送 業 2 2
（5%） （3%）
貨 物 運 送 業 ** 6 2 8
（14%） （7%） （11%）
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The Relationship between Industrial Sectors and Inter-urban Linkages: 
The Case of Offices, Branches and Subsidiaries Networks 
of Korean Company in Vietnam
PARK Jong-Hyun
The purpose of this study is to discuss the characteristics of relationship 
between enterprise and industrial attributes and inter-urban linkages 
between Korea and Vietnam through an analysis of offices, branches and 
subsidiaries networks of Korean companies in Vietnam. 
The results are summarized as follows;
1. Log-linear model analysis and ANOVA analysis revealed that: 1) the 
spatial structure of offices, branches and subsidiaries has strong relations 
with two establishment period attributes, and has not relations with size 
of firms; and 2) the types of inter-urban linkages with subsidiaries have 
strong relations with the year when subsidiaries are entered into 
Vietnam and when parent companies are established.
2. A discriminatory analysis revealed that: 1) Seoul- and Ho Chi Minh- 
based firms have many subsidiaries and parent companies networks in 
various industrial sectors, especially in economic categories as a 
manufacturing of a consumer goods and producer services of freight 
transport and securities; and 2) inter- metropolitan network with many 
offices and branches is statistically significant and stronger with 
economic categories as a wholesale and retail trade and freight transport. 
3. We may conclude that the development of such spatial structure has led 
to the diversification of urban functions in the global cities of Korea and 
Vietnam, and is the primary factor underlying the formation of a 
hierarchy of cities and regions.
Key words: International urban system, Inter-urban Linkages, Korea, 
Vietnam
